















か ら質の時代 と言われて久 しい。
量から質の転換はあらゆる産業で優先して実施されてきた。時代の要請である。





しか し、今後 も出生率の低下、労働人口の減少は確実であ り、果して若者達が看護の道を目指 してく
れるだろうか。更に臨床看護を選択 してもらえるかどうかは、看護婦が職業として魅力的であるか どう
かにかかっているように思われる。





役 として、患者のあ らゆる問題解決のために力 を発揮 しなければならない。
患者(人 闘)理 解のために人間関係論や成長発達理論、ス トレス理論、ニー ド論等々の学習 を重ねる
とともに、継続患者受け持ち看護方式を導入 して個々の看護婦が看護に主体性 と責任 を持つ体制をつ く
ってきた。
看護婦には更に経験 と感性とが不可欠であると思うが、基礎教育の高度化 と現任教育の充実、体制作
り、社会への上手 なアピール等が看護婦評価につなが り、ひいては働いてみたい、働 き続けたい魅力あ
る職業 につながるものと思われる。
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